
一方，世界各国で開発が進められているワクチン
は，新型コロナウイルス専用のものが必要であり，そ
のワクチン接種によって血液中に「体液性免疫」とな
る新型コロナウイルスに対応する抗体を誘導し，細胞
に侵入する前にウイルスを破壊するものです。
抗ウイルス薬はヒトの細胞に侵入したウイルスの感

染拡大を防ぐものであることから，抗ウイルス薬とワ
クチンに期待される働きは異なります。

■ヒトに寄生する身近なウイルスあれこれ
冬が近づくと，毎年のようにインフルエンザが流行

ります。皆さんもご存じのようにインフルエンザウイ
ルスがその犯人です。ワクチンの接種，手洗いやうが
いが予防になります。また，食中毒を引き起こすノロ
ウイルスは近年，季節に無関係に活動します。そし
て，この度の新型コロナウイルスです。この3つのウ
イルスには，「RNAウイルス」であるという共通点
があります。ウイルス自身の設計図としてRNA遺伝
子からなる核酸のみを有し，DNA遺伝子を持ってい
ないタイプです。いまさらですが，ウイルスは体の構
造・機能から半分程度が生物のようでもあり，残り半
分程度が物質（もの）であるような存在です。ヒトを
含めたすべての生物（細菌も入ります）は細胞膜で包
まれた細胞を持ち，その細胞の中には自身の設計図で
ある核酸（DNA遺伝子）が入っています。生物が増
殖する際には，DNAそのものもコピーして増やしま
すが，DNAの遺伝情報を書き写したRNAを作り，そ
のRNAを用いて必要な体のパーツを生産・組み立て
ます。ある意味では，建設現場で青焼きのコピーを見
ながら工事を進めるノウハウと同じで，原本（DNA
遺伝子）は非常時用にしまっておきます。
ウイルスは自身の遺伝子をタンパク質からなる「カ

プシド」という箱に入れています。ウイルスの構造は
シンプルで，基本的にはカプシドと遺伝子からなり，
一部のウイルスはカプシドの外側を脂質からなる「エ
ンベロープ」で包んでいます（イラスト3）。そし
て，インフルエンザウイルスと新型コロナウイルスは
エンベロープを持っていますが，ノロウイルスにはエ
ンベロープがありません。

■エンベロープを持つウイルスを退治する方法
一時期にはCOVID-19の流行と共にマスクが店頭か

ら姿を消し，そして消毒用エタノールも姿を消しまし

た。ウイルス退治の消毒薬としては，次亜塩素酸ナト
リウム水溶液が万能です。一般的にカビ取り剤として
使用されており，塩素系殺菌剤とも呼ばれています
（主成分：次亜塩素酸ナトリウムNaClO）。イラス

ト3に示した2タイプのウイルスにおいて，エンベ
ロープを持つものに対してはエタノール消毒も可能で
すが，エンベロープのないウイルスにエタノールは無
力です。その理由は，油を溶かす特性があるエタノー
ルにエンベロープが溶けるために，エンベロープを持
つウイルスが死滅するからです（ウイルスは感染力・
病原性を失います）。従って，エンベロープを持たな
いノロウイルスに対してエタノール消毒は意味がな
く，次亜塩素酸ナトリウム水溶液を用いて退治します
（殺菌メカニズムについては後ほど解説します）。
COVID-19対応では，入手困難な消毒用エタノール

の代わりに塩素系殺菌剤が推奨され，そして洗剤（界
面活性剤）や石ケンの効果も認められました。
NaClOを主成分とする塩素系殺菌剤はアルカリ性が
強く，肌荒れを引き起こすために手の消毒には向きま
せん。しかし，ヒトの手が触れるドアノブや手すりな
どの拭き取り消毒に使えます（イラスト4）。洗剤な
どはエタノールと同様に脂質を溶かすことから，エン
ベロープを持つウイルスの体を壊すことが可能です
（洗剤や石ケンを用いた手洗いは新型コロナウイルス
を洗い流すのみならず，同ウイルスを死滅させま
す）。

■空間殺菌でウイルスを退治する？
職場の室内空間（家庭内も同様）のどこかに潜んで

いるかも知れない新型コロナウイルス退治として，室
内空間全体に薬剤を噴霧して感染阻止を狙う動きもあ
るようです。具体的には，消毒用エタノールや次亜塩

素酸ナトリウム水溶液に次ぐ消毒剤として注目され出
した「次亜塩素酸水（主成分：次亜塩素酸HClO）」
を霧吹きするというものです。この次亜塩素酸水は弱
酸性であり，消毒用エタノールと同様に手や各種器具
の消毒（拭き取り）に使えるものです。かつ，ヒトへ
の安全性が高いといわれていることから派生した空間
殺菌と思われます。なお，次亜塩素酸水（HClO）は
先ほどの塩素系殺菌剤（NaClO）と主成分の化学式
の形は良く似ていますが，両者の性質・特性は大きく
異なります。
乱暴かと思いつつも，新型コロナウイルスをいつ襲

来するかも知れない大陸間弾道ミサイルに例えると，
次亜塩素酸水という迎撃ミサイルで破壊するようなイ
メージです（イラスト5）。いつどこにいるか分から
ない，そして無数に飛来するかも知れない新型コロナ
ウイルスをレーダー探知機なしで迎撃する確率はゼロ
に近いです。安全性が高いとはいえ，ヒトがいる空間
に殺菌成分のHClO分子を無数にバラ撒くことは，ヒ
トの健康に与えるマイナスの影響が気になります（健
康リスクからWHOは推奨していません）。
職場や家庭の各室内には窓やドアなどの僅かな隙間

から空気の流れに乗って多種多数の微生物が入ってき
ます。出入りするヒトの体や衣服も多種多数の微生物
を運んできます。次亜塩素酸水を噴霧しても，新型コ
ロナウイルスより，他の多数の雑菌に当たる確率が高
く，一部の微生物やウイルスの体をピンポイントで仕
留めることは不可能です。
空間殺菌は，病院の手術用無菌室のような気圧を高

くした密閉空間（室内に雑菌がほぼいない&気圧が高
いことで室外からも雑菌が入り込めない特殊な環境）
で効果を発揮すると理解して下さい。どんな室内で
あっても空間殺菌できる方法があれば便利なのですが
…。

■次亜塩素酸水の使い方とは
「次亜塩素酸水」が表舞台に登場したのは消毒用エ

タノールが品薄状態に陥り，人の手や器具の消毒剤が
入手できない窮地を救うタイミングだったと小生は記
憶しています。この次亜塩素酸水は食塩水を専用の装
置で電気分解することで得られる「酸性電解水」で，
プラス電極側に集まった水溶液になります。一方，マ
イナス電極側には「アルカリ性電解水」が集まり，ア
ルカリ性（主成分：NaClO）で器具の殺菌や洗浄効
果が期待できます。両電解水は同一の装置で同時に生
成することになります（イラスト6）。そして，アル
カリ電解水と塩素系殺菌剤は基本的に同じです（両者
のNaClO濃度の違いはあり）。
消毒用エタノール（エタノール濃度：70%前後）

は，管理の仕方や使い方により主成分のエタノールが
蒸発してその濃度が減少し，殺菌力が低下します。次
亜塩素酸水も管理の仕方（紫外線・温度・容器密閉度
など）や時間が経過すると安定な化合物ではないため
に主成分のHClOが消失し，消毒や殺菌効果が減少し
ますので要注意です。
HClO そしてNaClOにおいても殺菌力の大本は次亜

塩素イオンClO-の「Cl」にあります。このCl（塩
素）は電気的に不安定なイオンCl+になっており，よ
り安定なイオンCl-か，気体Cl2に変化しようとしま
す。そのため,ウイルスの体に接するとそこから電子
を無理やり奪います。すると電子を失った（すなわち
酸化された）ウイルスは死んでしまいます。もしも消
毒する手やモノに有機化合物の汚れがあると，汚れの
酸化・分解にHClOやNaClOのCl+が優先的に使われ

てウイルス退治が後回しとなり，殺菌効果が低下しま
す。汚れを洗浄した後に殺菌処理をすることがポイン
トです。

■職場や家庭に新型コロナウイルスが入り込む原因
新型コロナウイルスはヒトに寄生するウイルスで

す。日夜ヒトの細胞を狙っていますから，ヒトの体に
付いて職場内や家庭内に運ばれます（イラスト7）。
ヒトの体内への侵入経路は，主に飛沫と共に口や鼻か
ら飛び込むか，手に付いたウイルスが目の粘膜などか
ら侵入するといわれています。発病に至る場合と無症
状の場合があり，無症状でも保菌者の体内の細胞では
新型コロナウイルスが増殖している可能性が高く，多
数のウイルスを体外に放出します。その結果，職場の
同僚や家庭の家族に感染を引き起こすことになりま
す。目に見えないウイルスゆえに避け難いトラブルで
す。

新型コロナウイルスの感染を防ぐ効果的な防衛手段
が「手洗い」，「消毒」，「マスク/フェイスシールド
着用」，そして密閉・密集・密接の「3密回避」で
す。感染性微生物（ウイルス含む）の一般的な感染経
路をイラスト8に示します。手洗いと消毒は接触感染

の防止，マスク/フェイスシールドは主に保菌者から
の飛沫の軽減（飛沫感染予防と空気感染予防）に寄与
します。3密回避としては，こまめな換気による室内
のウイルス濃度の低減（密閉を破ることでの空気感染
予防），建物・室内への入場数制限（密集を避けるこ
とでの空気感染・飛沫感染・接触感染の予防），およ
びソーシャル・ディスタンス確保（ヒト同士の物理的
な距離を設け，密接を避けることで飛沫感染や接触感
染の予防）になります。

ある程度の数のヒトがいる環境には，そこにいる誰
かが新型コロナウイルスを持っている可能性があると
考えて対応すべきです。現時点で同ウイルス用のワク
チンが開発されておらず，かつ集団免疫率も低いこと
から（日本では1%未満）アフターコロナは期待でき
ません。ウイズコロナこそが普通の日常であると切り
替え，感染対策を取りながら経済活動，レジャーなど
を含む日々の生活に取り組むしかないです（イラスト

9）。アフターコロナの日常になることを祈っています。

■はじめに
読者の皆さんがすでに実感・体験されているよう

に，新型コロナウイルス感染症（COVID-19）による
パンデミックが生じ，2020年の人類は想定外の社会
生活や私生活を送ることになりました。ものづくり企
業に限らず，多くの分野の企業（経営陣・従業員の
方々やその家族）が苦しんでいると察します。ものづ
くりに話を戻すと，「世界の工場」と呼ばれる中国企
業の稼働停止から各分野のサプライチェーンが途切れ
たと言われています。その結果，品質管理の基本であ
るQCDにおいて，依頼された製品の必要量を納期ま
でに収めるD（Delivery）が達成できない状況に陥っ
たことでしょう。平時なら特に問題がないものでも緊
急事態や非常事態では生産拠点の活動がストップしま
すので，在庫によりある程度の対応は可能ですが，D
の厳守・達成が厳しい状況に追い込まれます。
従業員の健康があってのものづくり，そして品質づ

くりと考え，今回はヒトの疫病・感染症に関するウイ
ルスや消毒薬などに関するウンチクを述べてみたいと
思います（イラスト1）。　

■ウイルスの生き方
今回の新型コロナウイルスに限らず，ウイルスは何

らかの生物細胞に寄生することで生活を営んでいます
（生物細胞内でウイルスが大量にコピーされます）。
ウイルスの種類ごとに寄生する生物（宿主と呼ぶ）が
決まっています。動物とヒトの両者に寄生する場合も
あります。新型コロナウイルスはヒトとそのペット

（犬や猫？）にも寄生すると報道されています。植物
に寄生するものが植物ウイルスで，農家の大切な作物
に被害を及ぼします。また，少し前に問題になってい
た豚コレラウイルスは，豚とイノシシに寄生します。
細菌に寄生するウイルスも存在し，バクテリオファー
ジ（またはファージ）と呼ばれます。
どんなウイルスも自分たちが寄生可能な宿主を探し

回り，時には変異して病原性を増すことがあります。
念願かなって宿主の細胞に入り込んだウイルスはその
細胞を乗っ取って増殖し，やがては寄生した細胞を破
壊して飛び出して次の獲物探しに出発します（イラス

ト2）。

抗ウイルス薬と呼ばれる治療薬は，主に「宿主細胞
内でのウイルスの核酸やタンパク質の増産を邪魔す
る」（商品名：アビガンやレムデシベル，カレト
ラ），または「ウイルスが宿主細胞を壊して出発する
活動を邪魔する」（同：タミフル）機能を持ちます。
インフルエンザウイルス用やエボラ出血熱ウイルス用
などに開発されていた薬を新型コロナウイルス対策に
流用することが考えられています。報道によります
と，それらの治療薬の中にはCOVID-19治療に期待で
きるものもあるようです。
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■新校舎見学会を実施しました

6月からの通常授業開始以来，毎日，新校舎の工事

現場を横目に過ごしていますが，現場はフェンスや

足場，ネットに囲まれ，中の様子を見ることはでき

ませんでした。

工事が3割ほど進んだ8月5日，学生たちは初めて

フェンスの中に入り，その様子を見ることができま

した。実習室の壁に使用しているCLTなどの構造材

を見ることができ，新校舎完成の期待が高まった1日
となりました。

（北海道立北の森づくり専門学院 舟生憲幸）

■林災防の安全指導員等研修が行われました

8月4日（火），林業・木材産業労働災害防止協会北

海道支部の事業である安全指導員等研修が，林産試

験場で行われました。生産・加工両試験棟の機械を

使い，安全指導のポイントを学んで頂きました。

■北海道森林組合連合会が訪れました

8月28日（月），各森林組合の振興を目的とする「北

海道森林組合振興協議会」の活動の一環として，代表

理事会長以下，道内各地区の組合長等計20名が来場し

ました。北森カレッジの視察と併せて，林産試験場

の研究内容，場内施設の視察が行われました。

【見学会の様子】

【木材加工用機械の安全対策研修の様子】

北森カレッジニュース

【CLT実験棟視察の様子】

【8月2日現在の工事の状況】


